







ている。自校 （大学史）講座の内容にもおよび、学生のレポート（感想文）のいくつかをほぼ原文のまま掲載するのも、学生に寄り添い、その声を聴くという専修大学 姿勢の らわれである。　
他大学の大学史紀要等と厳密に比較したわけではないが、 『専修大学史紀要』の特徴は、第一に、自校史講




















－ 私学創設者の多面的分析のためのアプローチ」 （代表大谷正）と基盤研究（Ｃ） 「明
治・大正期の私立法学教育機関 おける実務家教員 基礎的研究」 （代表髙木侃）も採択された。本紀要がその成果の一部としての報告・史料紹介等の役割を果たしている。以上が『専修大 史紀要』の特徴といえる。　
残念なことであったが、紀要発刊を含め、大学史編纂事業に主導的役割を担った青木美智男編集主幹が研究
調査先で急逝された。さらに後を追うように就任間もない矢野建一学長も急逝された。お二方の最終講義になったものは、奇しくも自校史講座で 講義であり、追悼文とともに 夜学の隆盛と専修学校」 （第六号） 、「歴史を『かがみ』に
－ 戦後の専修大学と今村力三郎
－ 」 （第九号）が掲載された。専修大学をこよなく愛され
た青木・矢野両 生 遺志を継ぎ、一五〇年 むけ、 『専修大学史資料集』全一〇巻の刊行を目指し、微力ながら本学大学史の発展に寄与することを誓い、 『専修大学史紀要』第一〇号刊行のあいさつ し い。 
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